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鳥取県における少子化対策等に関するアンケート調査 

※実際の調査はインターネットアンケートのため、表示形式が異なります。 

 

１ あなたご自身について 

 

問１ 最初に、あなたご自身についてお聞かせください。（〇印はそれぞれ１つずつ） 

質問 選択肢 

(1)性別 1. 男   2. 女 

(2)年齢     歳 

(3)お住まいの市町村 鳥取県        市・町・村  そこでの居住年数      年 

(4)最後に卒業した、ま

たは在学中の学校 

1. 中学校 

2. 高校 

3. 専修・専門学校（高卒後） 

4. 短大・高専 

5. 大学 

6. 大学院 

7. その他（          ） 

(5)おつとめの状況 

（主なものを１つ） 

1. 正規の職員・従業員 

2. 会社などの役員 

3. パート・アルバイト 

4. 派遣・嘱託・契約職員 

5. 自営業主・家族従業者 

6. 家庭での内職 

7. 失業中（求職中） 

8. 家事・無職 

9. 学生 

 

(6)配偶者の状況 1. 未婚（結婚したことがない） 

2. 配偶者あり（初婚） 

3. 配偶者あり（再婚） 

4. 配偶者なし（離別・死別） 

(7)昨年の年収（税込） 1. 100 万円未満 

2. 100 万円台 

3. 200 万円台 

4. 300 万円台 

5. 400 万円台 

6. 500 万円台 

7. 600 万円台 

8. 700 万円台 

9. 800 万円台 

10. 900 万円台 

11. 1000 万円以上 

12. なし 

 

問２ 現在、結婚されている方にお聞きします。あなたの配偶者についてご回答ください。（〇印はそ

れぞれ１つずつ） 

質問 選択肢 

(1)配偶者の年齢     歳 

(2)現在の結婚年数     年目 

(3)配偶者が最後に卒

業した、または在学

中の学校 

1. 中学校 

2. 高校 

3. 専修・専門学校（高卒後） 

4. 短大・高専 

5. 大学 

6. 大学院 

7. その他 

（        ） 

(4)配偶者のおつとめ

の状況 

（主なものを１つ） 

1. 正規の職員・従業員 

2. 会社などの役員 

3. パート・アルバイト 

4. 派遣・嘱託・契約職員 

5. 自営業主・家族従業者 

6. 家庭での内職 

7. 失業中（求職中） 

8. 家事・無職 

9. 学生 

(5)配偶者の昨年の年

収（税込） 

1. 100 万円未満 

2. 100 万円台 

3. 200 万円台 

4. 300 万円台 

5. 400 万円台 

6. 500 万円台 

7. 600 万円台 

8. 700 万円台 

9. 800 万円台 

10. 900 万円台 

11. 1000 万円以上 

12. なし 
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問３ すべての方にお聞きします。子どもや世帯構成についてお聞かせください。 

質問 選択肢 

(1)子どもの有無と人

数 

（〇印は１つだけ） 

1. 子どもがいる（配偶者の「連れ子」を含む） 

子どもの人数      人 

2. 子どもはいない 

(2)世帯人数      人（本人を含む世帯人数） 

(3)世帯構成（本人以外

の同居者） 

（〇印はいくつでも） 

1. 配偶者 

2. 子ども（     人） 

3. 自分の父親 

4. 自分の母親 

5. 配偶者の父親 

6. 配偶者の母親 

7. その他（      ） 

 

２ 結婚について 

 
問６まですべての方にお聞きします。 
 

問４ あなたご自身の結婚についてどのように考えられますか。結婚されたことがある方は、未婚の

ときを思い出してご回答ください。（〇印は１つだけ） 

未婚の方 結婚されたことがある方 

1. １年以内に結婚したい 

2. ある程度の年齢までに結婚したい 

3. 年齢に関係なく、結婚したいと思う相手が見

つかれば結婚したい 

4. 相手が見つかっても、当分、結婚するつもり

はない 

5. 一生、結婚するつもりはない 

6. その他（               ） 

1. ある程度の年齢までに結婚するつもりだった 

2. 年齢に関係なく、結婚したいと思う相手が見

つかれば結婚するつもりだった 

3. 相手が見つかっても、当分、結婚するつもり

はなかった 

4. 一生、結婚するつもりはなかった 

5. その他（               ） 

 

問５ ご自身の結婚について理想と思う年齢がありますか。理想と思う年齢を過ぎた方や結婚された

ことがある方は、理想があったかどうかをお聞かせください。（〇印は１つだけ） 

1. おおよその理想がある（理想があった） 

理想の年齢     歳 

2. 特に理想はない（理想はなかった） 

3. 結婚するつもりはない（結婚するつもりはな

かった） 

 

問６ 理想と比べると、実際の結婚年齢についてどのように考えられますか。（〇印は１つだけ） 

未婚の方 結婚されたことがある方 

1. ほぼ、理想通りになりそう 

2. 理想よりも早くなりそう 

3. 理想よりも遅くなりそう 

4. 結婚できそうにない 

5. 結婚するつもりはない 

1. ほぼ、理想通りであった 

2. もっと遅く結婚したかった 

3. もっと早く結婚したかった 

4. 結婚できそうにないと思っていた 

5. 結婚するつもりはなかった 
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問７ 問６で３番もしくは４番に〇印を付けられた方にお聞きします。結婚が「理想よりも遅くなり

そう」「もっと早く結婚したかった」「結婚できそうにない（と思っていた）」という理由は、どのよ

うなことでしょうか。（〇印は３つまで） 

1. 学業優先のため 

2. 仕事優先のため 

3. 適当な相手に出会わない（出

会わなかった）ため 

4. 異性とうまく付き合えない

（付き合えなかった）ため 

5. 結婚資金のため 

6. 結婚後の所得のため 

7. 非正規等による雇用の不安 

8. 出産・子育てへの不安 

9. 結婚相手の意向のため 

10. その他（      ） 

 

３ 男女の出会いについて 

 

問８ 独身の方にお聞きします。現在、交際している異性の方はいますか。（〇印は１つだけ） 

1. いる 

2. 今はいない 

3. これまでも出会いの機会がなかった（交際経験無し） 

 

問９ 問８で１番に〇印を付けられた独身の方と現在結婚されている方にお聞きします。いま交際さ

れている方とはどのように出会われましたか。結婚されている方は、現在の配偶者との出会いにつ

いてご回答ください。（〇印は１つだけ） 

1. 学校で 

2. 職場や仕事の関係で（アルバイトを含む） 

3. 幼なじみ・隣人関係 

4. 学校以外のサークル活動、趣味や習い事で 

5. 地域活動やコミュニティ活動で 

6. 友人や兄弟姉妹を通じて 

7. 見合いで（親戚や上役などの紹介を含む） 

8. 民間の結婚相談所で 

9. 公的な出会いづくりの場で 

10. まちなかや旅先で 

11. ＳＮＳ等、インターネットを通じて 

12. その他（              ） 

 

問１０ 問８で２番もしくは３番に〇印を付けられた独身の方にお聞きします。あなたの周囲では、

交際や結婚につながるような異性との出会いの機会はありますか。（〇印は１つだけ） 

1. あると思う 

2. どちらかと言えばあると思う 

3. どちらかと言えばないと思う 

4. ないと思う 

 

問１１ すべての方にお聞きします。見合いや民間の結婚相談、公的な出会いづくりなど、他者から

紹介された結婚についてどのように考えられますか。結婚されている方は結婚前を思い出してご回

答ください。（〇印は１つだけ） 

1. 自然な出会いの方がよい 

2. 他者からの紹介の方がよい 

3. どちらでもかまわない 
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問１２ すべての方にお聞きします。見合い、民間の結婚相談、公的な出会いづくりといった機会を

利用したいと思われますか。結婚されている方は結婚前を思い出してご回答ください。（〇印は各項

目それぞれ１つだけ） 

項目 

選択肢 

利用したい 

 

機会があれば利

用してもよい 

利用したくない 関心がない 

 

(1)見合い １ ２ ３ ４ 

(2)民間の結婚相談 １ ２ ３ ４ 

(3)公的な出会いづくり １ ２ ３ ４ 

 

４ 結婚と所得について 

 

問１３ 独身の方にお聞きします。結婚生活を送るためとしたら、現在のあなたの所得についてどの

ように考えられますか。（〇印は１つだけ） 

1. 十分である 

2. 不足しているかもしれないが支障はない 

3. やや不足している 

4. まったく不足している 

5. 相手の所得しだいである 

6. 今は働いていないが結婚したら働きたい 

 

問１４ すべての方にお聞きします。結婚生活のための所得について、自分の役割をどのように考え

られますか。独身の方は結婚した場合を想定してご回答ください。（〇印は１つだけ） 

1. 必要な所得の大半は自分が稼ぐ（結婚相手は働かなく

てもよい） 

2. 自分は不足分やゆとり分を補う程度でよい 

3. 夫婦で同じくらいの所得を得ることができたらいい 

4. 所得の割合に関係なく夫婦ともに働

けたらいい 

5. 自分は働かない・働くことができない 

 

５ 子どもを持つことについて 

 
問１５ すべての方にお聞きします。子どもを持つなら何人が理想でしょうか。（〇印は１つだけ） 

1. 一人 

2. 二人 

3. 三人 

4. 四人 

5. 五人以上 

6. 子どもはほしくない 

 

問１６ 問１５で１番もしくは６番に〇印を付けられた方にお聞きします。子どもがほしくない、あ

るいはほしい子ども数が一人である理由はどのようなことでしょうか。（〇印は３つまで） 

1. 行動や生き方の自由が失われるから 

2. 金銭的な裕福さが失われるから 

3. 住宅や住環境の選択の幅が狭くなるか

ら 

4. 子どもを養う責任が増え、気楽さが失わ

れるから 

5. 職業を持てず、社会とのつながりが保ち

にくくなるから 

6. 現在の家族とのつながりが保ちにくくなるから 

7. 妊娠・出産に対して自信がないから 

8. 子育てに自信がないから 

9. あまり子どもが好きではないから 

10. 子どもを持つ積極的な意味が見出せないから 

11. 結婚するつもりがないから 

12. その他（                ） 
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問１７ 問１５で１番～５番に〇印を付けられた方にお聞きします。子どもがほしいと思われる理由

はどのようなことでしょうか。（〇印は３つまで） 

1. 自然なことだから 

2. 子どもが好きだから 

3. 周囲に認められるから 

4. 生活が楽しく心が豊かになるから 

5. 老後の支えになるから 

6. 将来、社会の支えになるから 

7. 夫婦関係を安定させるから 

8. 好きな人の子どもを持ちたいから 

9. 周囲が望むから 

10. その他（              ） 

 

問１８ 問１５で３番～５番に〇印を付けられた方にお聞きします。三人以上の子どもがほしいと思

われる理由はどのようなことでしょうか。（〇印はいくつでも） 

1. 子どもが好きだから 

2. 兄弟姉妹は多い方がよいから 

3. 自分が三人以上の兄弟姉妹であるから 

4. 自分の回りに三人以上子どもを持つ人がいるから 

5. 男児と女児の両方がほしいから 

6. その他（              ） 

 

問１９ すべての方にお聞きします。理想とは別に、現実に何人まで子どもを持てると思われますか。

（〇印は１つだけ） 

1. 一人 

2. 二人 

3. 三人 

4. 四人 

5. 五人以上 

6. 子どもを持つ予定はない 

 

問２０ 問１９で回答された子ども数が理想の子ども数より少ない方にお聞きします。理想の子ども

数より少ない理由はどのようなことでしょうか。（〇印は３つまで） 

1. 仕事と子育ての両立が難しいから 

2. 妊娠・出産の肉体的・精神的な負担が大きいから 

3. 子育ての肉体的・精神的な負担が大きいから 

4. 自分の健康上や身体的な理由から 

5. 配偶者の健康上や身体的な理由から 

6. 自分や配偶者の年齢が高いから 

7. 経済的負担が大きいから 

8. 自分や配偶者の雇用が不安定だから 

9. 住宅事情が厳しいから 

10. 家事や子育ての協力者がいないから 

11. 希望する保育所に預けられそうにない

から 

12.自分や夫婦の生活を大切にしたいから 

13. 配偶者が望まないから 

14. その他（             ） 

 

問２１ すべての方にお聞きします。結婚や子どもを持つことに関する次の意見について、どのよう

に考えられるかご回答ください。（〇印は各項目それぞれ１つだけ） 

項目 

選択肢 

とてもそ

う思う 

そう思う どちらか

と言えば

そう思う 

どちらか

と言えば

そう思わ

ない 

そう思わ

ない 

まったく

そう思わ

ない 

(1)結婚は、家族を持てるため

重要である 
１ ２ ３ ４ ５ ６ 

(2)子どもがいたら生活が楽し

く豊かになる 
１ ２ ３ ４ ５ ６ 



- 6 - 

 

６ 男女の役割分担とライフワークバランスについて 

 

問２２ すべての方にお聞きします。「結婚したら夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」という考え方

について、どのように思われますか。（〇印は１つだけ） 

1. とてもそう思う 

2. そう思う 

3. どちらかと言えばそう思う 

4. どちらかと言えばそう思わない 

5. そう思わない 

6. まったくそう思わない 

 

問２３ すべての方にお聞きします。家庭と仕事の優先度について理想と現実をどのようにお考えで

しょうか。独身の方は、結婚したときの予想をご回答ください。（〇印はそれぞれ１つだけ） 

(1)理想 (2)現実（独身の方は予想） 

1. 仕事を優先したい 

2. 家庭生活を優先したい 

3. 仕事と家庭生活を両立したい  

1. 仕事を優先している 

2. 家庭生活を優先している 

3. 仕事と家庭生活を両立している 

 

問２４ すべての方にお聞きします。あなたは、もしくはあなたの配偶者は、結婚や出産を機に仕事

をやめた経験がありますか。（○印は１つだけ） 

1.結婚を機会に仕事をやめた 

2.第１子の出産を機会に仕事をやめた 

3.第２子以降の出産を機会に仕事をやめた 

4.結婚後も仕事を続け、育児休暇を取得して仕事を続けている 

5.結婚後も仕事を続け、育児休暇を取得していないが仕事を続けている 

6.結婚や出産の経験はあるが、今まで就労したことがない 

7.結婚や出産の経験はない 

8.その他（                                      ） 

 

問２５ 問２４で１番から３番に〇印を付けられた方にお聞きします。あなた、もしくはあなたの配

偶者が仕事をやめた理由はどのようなことですか。（○は１つだけ） 

1. 家事・育児に専念するため自発的にやめた 

2. 仕事を続けたかったが、仕事と家事・育児の両立が難しいと思った 

3. 解雇された、退職を勧奨された 

4.その他（                                      ） 

 

問２６ 問２５で２番に〇印を付けられた方にお聞きします。仕事と家事・育児の両立はどのような

ことが難しかったでしょうか。（○は１つだけ） 

1. 勤務時間と生活時間が合いそうなかった（時間外労働の負担が大きいなど） 

2. 職場に、両立に配慮する雰囲気がなかった 

3. 体力的に厳しそうだった 

4. 育児休業が取れそうになかった 

5. その他（                                     ） 
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問２７ 会社・団体等で働かれている方にお聞きします。あなたが働いている職場では、結婚、出産、

子育てと、仕事の両立に対して十分な配慮があると考えられますか。（〇印はそれぞれ１つずつ） 

項目 選択肢 

(1)結婚 
1. 十分な配慮がある 

2. どちらかと言えば配慮がある 

3. どちらかと言えば配慮が不足している 

4. まったく配慮がない 

(2)出産 
1. 十分な配慮がある 

2. どちらかと言えば配慮がある 

3. どちらかと言えば配慮が不足している 

4. まったく配慮がない 

(3)子育て 
1. 十分な配慮がある 

2. どちらかと言えば配慮がある 

3. どちらかと言えば配慮が不足している 

4. まったく配慮がない 
 

７ 結婚とお住まいについて 

 
すべての方にお聞きします。 
 

問２８ ご自身の父親・母親との同居や近居の状況についてお聞かせください。結婚されている方は

配偶者のご両親との同居や近居についてもご回答ください。（〇印はそれぞれ１つだけ） 

(1)自分の父親・母親 (2)配偶者の父親・母親（結婚されている方） 

1. 同居している 

2. 日常的に往来できるところに住んでいる 

3. 日常的に往来できるところに住んでいない 

4. 両親とも亡くなった 

1. 同居している 

2. 日常的に往来できるところに住んでいる 

3. 日常的に往来できるところに住んでいない 

4. 両親とも亡くなった 

 

問２９ 結婚時の新居をどのように決めましたか。結婚前に住んでいた市町村名と結婚後に新居の場

所となった市町村名をご回答ください。（〇印は１つだけ） 

未婚の方は、結婚を想定した場合の新居の場所についてご希望をお聞かせください。 

(1)結婚前 (2)結婚後 

1.鳥取県        市･町･村 

2.その他の都道府県、外国 

1.鳥取県        市･町･村 

2.その他の都道府県、外国 

 

問３０ 問２９のように決めた（希望される）のは、どのようなことを重視されたからでしょうか。（〇

印は３つまで） 

1. 自分や配偶者の通勤利便性 

2. 自分や配偶者の仕事の見つけやすさ 

3. 親と同居・近居できること 

4. 商業等の生活利便性 

5. 出産や子育ての利便性・安心感 

6. 防災、治安等の安全・安心面 

7. 自然環境、静かさ等の生活環境面 

8. 住居の広さ 

9. 持ち家であること 

10. 結婚を機にいま暮らしている地域から移動

できること 

11. その他（              ） 
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問３１ あなたの身近な人の結婚や子どものことについて、最も当てはまるものをご回答ください。

（〇印は各項目それぞれ１つだけ） 

項目 

選択肢 
とてもそ
う思う 

そう思う どちらか
と言えば
そう思う 

どちらか
と言えば
そう思わ
ない 

そう思わ
ない 

まったく
そう思わ
ない 

(1)両親や親戚に仲の良い夫婦が

いた 
１ ２ ３ ４ ５ ６ 

(2)友人に仲の良い夫婦がいた 

 
１ ２ ３ ４ ５ ６ 

(3)小さい子どもとふれ合う機会

がよくあった 
１ ２ ３ ４ ５ ６ 

(4)身近に三人以上子どもを持つ

夫婦が多かった 
１ ２ ３ ４ ５ ６ 

(5)仲の良い夫婦を見ると幸せそ

うと思う 
１ ２ ３ ４ ５ ６ 

(6)小さい子どもを持つ夫婦を見

ると幸せそうと思う 
１ ２ ３ ４ ５ ６ 

 

８ 「子育て王国鳥取県」について 

 
すべての方にお聞きします。 
 

問３２ 鳥取県では、平成 22 年９月に「子育てするなら鳥取県」と呼ばれる地域を目指して、「子育

て王国鳥取県」の建国を宣言しています。あなたは、鳥取県が「子育て王国鳥取県」を宣言してい

ることをご存知ですか。（〇印は１つだけ） 

1. 宣言していることを知っているし、いくらか取組内容も知っている 

2. 宣言していることなら知っている 

3. 知らない 

 

問３３ 鳥取県では、「子育て王国鳥取県」の建国宣言の中で、地域のみんなで子育てを実践する日と

して、毎月 19 日を「とっとり育児の日」としています。あなたは、「とっとり育児の日」が制定さ

れていることをご存知ですか。（〇印は１つだけ） 

1. 知っている                2. 知らない 

 

９ 子育てについて 

 
問４７までお子さんをお持ちの方にお聞きします 
 

問３４ あなたのお子さんの性別と年齢を第６子までご回答ください。現在の結婚以前に持ったお子

さんを含みます。第２子以上で、該当のお子さんがおられない場合は空欄としてください。 

子ども 性別・年齢 子ども 性別・年齢 

第１子 

第２子 

第３子 

1.男の子  2.女の子  （   歳） 

1.男の子  2.女の子  （   歳） 

1.男の子  2.女の子  （   歳） 

第４子 

第５子 

第６子 

1.男の子  2.女の子  （   歳） 

1.男の子  2.女の子  （   歳） 

1.男の子  2.女の子  （   歳） 
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問３５ あなたの第１子が生まれたとき、あなたと、相手となる父親（あるいは母親）は何歳でした

か。結婚後に第１子が生まれた場合は、結婚からの経過年数もご回答ください。 

項目 回答 

(1)あなたの年齢              歳 

(2)相手方の年齢      歳 

(3)結婚からの年数 結婚から     年目 

 

問３６ あなたは、子育ては経済的負担が大きいと思われますか。（〇印は１つだけ） 

1. とてもそう思う 

2. そう思う 

3. どちらかと言えばそう思う 

4. どちらかと言えばそう思わない 

5. そう思わない 

6. まったくそう思わない 

 

問３７ 子育てでは、どのようなことが家計の負担になっていると思いますか。過去のご経験や子ど

もが成長した将来の予想も含めご回答ください。（〇印は３つまで） 

1. 保育所・幼稚園の保育料 

2. 小学校就学期に必要な費用 

3. 食費、衣服等の生活必需品の費用 

4. 医療費 

5. 家族で過ごすための娯楽費 

6. 塾や習い事の費用 

7. 中学校就学期に必要な費用 

8. 高校就学期に必要な費用 

9. 大学・大学院就学期に必要な費用 

10. その他（             ） 

11. 特に負担になっていることはない 

 

問３８ あなたは、子育ての経済的負担が小さければ、（もっと）子どもを持てると思われますか。（〇

印は１つだけ） 

1. とてもそう思う 

2. そう思う 

3. どちらかと言えばそう思う 

4. どちらかと言えばそう思わない 

5. そう思わない 

6. まったくそう思わない 

 

１０ 子育て環境について 

 
問４７までお子さんをお持ちの方にお聞きします 
 

問３９ 平日、お子さんが保育所・幼稚園や学校（放課後児童クラブを含む）に行っている間を除く

と、主にどなたがお子さんの面倒をみていますか。（〇印は１つだけ） 

1. 自分 

2. 配偶者 

3. 自分と配偶者で分担 

4. 祖父母や親類等 

5. 近所の知人 

6. ファミリー・サポート・センターや保育ママ

等の在宅サービス 

7. その他（               ） 
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問４０ 子育ての不安や悩みについての相談できる人（機関等を含む）がいますか。（〇印は３つまで） 

1. 配偶者 

2. 自分や配偶者の親 

3. 祖父母、兄弟姉妹、親戚 

4. 友人 

5. 近所の知人 

6. 職場の知人 

7. ＳＮＳ等、インターネット上でのつながり 

8. 保育所、幼稚園 

9. 学校 

10. 児童館 

11. 医療機関 

12. 保健所、保健センター 

13. 福祉事務所、児童相談所 

14. 教育相談、教育センター 

15. 公的な相談員（愛育委員、民生委員、児童委

員等） 

16. 地域子育て支援センター、つどいの広場 

17. 市町村 

18. 子育て支援団体、ＮＰＯ 

19. その他（         ） 

20. 相談相手が思い当たらない 

21. 相談を必要としていない 

 

問４１ 以下の「地域子育て支援サービス」について(1)利用経験をご回答ください。(1)で「利用し

たことがある」方は(2)利用の満足度をお聞かせください。（〇印はそれぞれ１つずつ） 

項目 

(1)利用経験 (2)利用の満足度 
利用した
ことがあ
る 

知ってい
るが、利
用したこ
とはない 

知らない 満足 やや満
足 

どちら
でもな
い 

やや不
満 

不満 

(1)地域子育て支援
センター 

１ ２ ３ １ ２ ３ ４ ５ 

(2)ファミリー･サポ
ート･センター 

１ ２ ３ １ ２ ３ ４ ５ 

(3)児童館 
 

１ ２ ３ １ ２ ３ ４ ５ 

(4)保健所、保健セン
ター 

１ ２ ３ １ ２ ３ ４ ５ 

(5)児童相談所 
 

１ ２ ３ １ ２ ３ ４ ５ 

(6)自治体の子育て
相談 

１ ２ ３ １ ２ ３ ４ ５ 

(7)保育所の子育て
相談 

１ ２ ３ １ ２ ３ ４ ５ 

(8)放課後児童クラ
ブ・児童教室 

１ ２ ３ １ ２ ３ ４ ５ 

(9)保育所等での病
児・病後児保育 

１ ２ ３ １ ２ ３ ４ ５ 

(10)保育所等での一
時保育 

１ ２ ３ １ ２ ３ ４ ５ 

(11)保育所等での延
長保育 

１ ２ ３ １ ２ ３ ４ ５ 

(12)保育所等での休
日保育 

１ ２ ３ １ ２ ３ ４ ５ 

(13)子育て支援短期
利用※ 

１ ２ ３ １ ２ ３ ４ ５ 

※ショートステイ 
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問４２ 問４１(1)利用経験で２番に〇印を付けられた方にお聞きします。「知っているが、利用した

ことはない」理由はどのようなことでしょうか。（〇印はいくつでも） 

1. 利用したいサービスが地域にない 

2. 利便性（立地、利用時間、利用期間等）が悪

く利用しづらい 

3. 利用料金が高い 

4. サービス内容に不安がある 

5. 利用方法がわからない 

6. 自分に利用する時間がない 

7.利用する必要がない 

8. その他（               ） 

 

問４３ 問４１(2)利用の満足度で「どちらとも言えない」「やや不満」「不満」に〇印を付けられた方

にお聞きします。地域子育て支援サービスに満足されていない理由はどのようなことでしょうか。（〇

印はいくつでも） 

1. 利用したい時間に利用できない 

2. 必要になったときに利用できないことがある 

3. サービス内容が不十分 

4. スタッフの対応に満足できない 

5. 利用料金が高い 

6. その他（               ） 

 

問４４ 全般的にみて、あなたの周囲では、十分な子育て支援サービスを利用できる環境が整ってい

ると思われますか。（〇印は１つだけ） 

1. とてもそう思う 

2. そう思う 

3. どちらかと言えばそう思う 

4. どちらかと言えばそう思わない 

5. そう思わない 

6. まったくそう思わない 

 

問４５ あなたの周囲では、お子さんが病気になったとき、安心して医療を受けられる環境が整って

いると思われますか。（〇印は１つだけ） 

1. とてもそう思う 

2. そう思う 

3. どちらかと言えばそう思う 

4. どちらかと言えばそう思わない 

5. そう思わない 

6. まったくそう思わない 

 

問４６ あなたは、仕事と子育てを両立するためには、職場においてどのような取り組みを進めるこ

とが必要だと思われますか。（○印は３つまで） 

1. 育児休業中の賃金等の経済的給付の充実 

2. 育児休業期間の延長（現在の法定期間は最大

2 歳になるまで） 

3. 子どもが病気・けがのときの休暇制度の拡充 

4. 子育て社員の労働時間の短縮、労働時間帯の

柔軟な変更 

5. 事業所内保育の充実 

6. 育児休業等が気兼ねなく取得できる体制整備

や雰囲気づくり 

7.育児休業等の利用者が給与や昇進等の待遇で

不利な扱いを受けない 

8.育児休業取得中のフォローや復職時研修の実

施等 

9.出産・子育てで退職した社員の退職元企業等

への再雇用促進 

10.その他（               ） 

11.特にない 

12.よくわからない 
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問４７ あなたは、仕事と子育ての両立のため行政にどのような施策を期待されますか（○印は２つ

まで） 

1. 機運の醸成 

2. 優良事例の普及・顕彰 

3. 父親の育児スキルの向上支援 

4. 保育サービスの充実 

5. 企業（事業所）への働きかけの強化 

6.育児休業取得等に関する強制力を伴う制度改正 

7.仕事と子育て両立のための企業の取り組み

に対する補助金 

8.行政が関わる必要はない 

9.わからない 

10.その他（              ） 

 

１１ 少子化対策について 

 
すべての方にお聞きします。 
 

問４８ 少子化対策として、今後、どのような子育て支援策を充実してほしいと考えられますか。（○

印は５つまで） 

1. 若者の就労支援 

2. 妊娠・出産しても働き続けられる職場環境の

整備 

3. 仕事と家庭の調和がとれた働き方実現のため

の職場環境の整備 

4. 育児休業制度等の取り組みの推進 

5. 育児休業取得後の復職保障の促進（身分・給

与・待遇等） 

6. 妊娠・出産による離職者の再就職等の促進 

7. 小児医療費の助成 

8. 放課後児童クラブ等の放課後支援（時間・受

入年齢等） 

9.進学のための奨学金給付 

10. 保育所定員の増加等の保育環境の充実 

11. 保育料の低減 

12. 一時保育・休日保育の充実 

13. 病児・病後児保育の充実 

14. 予防接種（任意）の助成 

15. 不妊治療の支援 

16. 妊娠・出産の支援体制、周産期医療体制の強

化 

17.子育て応援パスポート事業の推進 

18.屋内外の子どもが遊べる場所の整備 

19.子育て支援センターの整備・機能強化（土日

開所等） 

20.自然を活用した保育・幼児教育の充実 

21.地域子育て支援サービスの広域利用(市町村

域を越えた利用) 

22.その他（               ） 

 


